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れて属たこ｣魔が､遮光EIO⊃こと､ 白洋舎沈滞化卒研究明の横山.麗之亮氏叫祈-､ 顧問か ら､
rス･フJがrコホTlギJに食べ られて因ると云ふ通信が入った,其被害物と良L/選ってもらった
鹿.盛はr-ンマコホTlギJ(1ry]hl"litratuHEurlnCister.であったurス･フ｣が鼻に食べられ
ることに就きての､生魁挙上の間置は別として､年と共にrス･フ｣の盛事を聞かされることが､
次第に多くなってくる0
歳字を如何にして除くかと云ふことは､吾 に々試せられた問題であるがU男子の固民服まで
制定せられ､泣 く婦人の閥民服も亦､制定の運びにならんとしっ ｣ある今日､今少しrス･フ｣
を丈二夫にすることの研'jYJが発決間置であると思ふL,而して､即今､常々に試せられた研究の目
標は､圃葦資源の保持が盟鮎でなくてはならぬL,(山田記Jl二,
